
Highly Pathogenic Avian Influenza
⾼病原性⿃インフルエンザ
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渡り⿃の⾶来が本格化する前の９⽉中には防疫体制を整備。
10⽉から翌年5⽉までは警戒を強化。特に11⽉から翌年１⽉までは重点対策期間。

１ 家きん飼養農場における発⽣予防の徹底

2 飼養衛⽣管理基準の遵守状況の⼀⻫点検
飼養衛⽣管理の基本的な管理項⽬を飼養衛⽣管理者が⼀⻫点検、
毎⽉都道府県で取りまとめ。

１ 毎⽇の健康観察、異状の早期発⾒&早期通報

家きん所有者は毎⽇の健康観察を⼊念に⾏い、異状を認めた場合は
速やかに管轄の家畜保健衛⽣所に届け出。

疾病発⽣時の初動防疫及びまん延防⽌措置を円滑に講じられるよう、
都道府県内の関係部局及び関係機関、市町村、関係団体等と連携。

疾病発⽣時の円滑な防疫措置に必要な事前準備2

・あひる等の⽔きん類を飼養している農場は、他に優先して定点モニタリングの対象。
・野⿃のサーベイランス検査を実施する体制を構築。
・農場周辺の⽔場、環境での野⽣動物対策。

⾼病原性⿃インフルエンザは世界的な発⽣が続いています。
関係者が連携し万全の対策をお願いします。

消毒・更⾐前後における
交差のない動線、明確な
境界線の確保。

作業従事者のほか、
外部事業者も対策を徹底

農場内の整理・整頓、
堆肥舎や鶏糞搬出⼝への
覆いの設置。

野⽣動物対策

⼀⾒隙間のなさそうな家きん舎
でも⼊念に侵⼊⼝を点検

⼊出時対策

粉じん、⽻⽑等の取込み
対策に野⿃避けの設置。
フィルター設置も検討。

普段は⽬が届きにくい
場所の対策も重要

⼊気⼝対策

ネズミや害⾍の駆除、
破損箇所の修繕、農場及
び共同施設への出⼊り時
の消毒などにも注意！
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消石灰散布方法について

★散布のイメージ

◎鶏舎周辺･農場外縁部以外の部分についても、可能な限り

散布してください。

消毒薬散布（農場外縁部）

幅１ｍ以上

消毒薬散布（鶏舎周囲）

幅１ｍ以上

鶏舎

★散布量

１㎡あたり０．５ｋｇ以上（地面がほぼ見えなくなる程度）になるよう

散布してください。

注意 ：消毒薬散布にあたっては、住居・河川等隣接地の環境・立地状況を

考慮して、その消毒薬散布量及び実施を判断してください。
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